
                       

                       

                       

伸
び
る
の
だ 

励
む
の
だ 

校
訓 

よ
く
見
る 

よ
く
考
え
る 

助

け
あ
う 

校
長
室 

だ
よ
り 

<

今
週
の
言
葉>

メ
キ
シ
コ
戦
、
九
回
裏
の
逆
転
劇
！ 

 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
侍
魂
に
心
震
え
る
日
々
で
す
。
総
力
戦
で

「
勝
ち
」
を
取
り
に
行
く
あ
の
心
意
気
。
子
供
た
ち
に 

 

見
て
、
感
じ
て
も
ら
い
た
い
試
合
で
し
た
。 

 

三
月
二
十
日
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
四
十
四
名
が
、

六
年
間
の
課
程
を
終
え
美
合
小
を
巣
立
ち
ま
し
た
。 

 

朝
は
、
一
～
三
年
生
ま
で
と
の
お
別
れ
会
。
式
場

に
入
ら
な
い
下
級
生
と
の
最
後
の
会
で
し
た
。 

 

卒
業
式
は
、
三
年
ぶ
り
に
、
四
・
五
年
生
の
在
校

生
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
の
通
常
通
り
の
卒
業
式

で
す
。
保
護
者
の
方
々
も
、
皆
式
場
に
入
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
通
常
」
が
戻
っ
た
式
で
し
た
。 

 

来
賓
の
皆
様
は
、
口
々
に
「
立
派
な
卒
業
式
で
し

た
ね
」「
返
事
の
声
も
、
歌
声
、
呼
び
か
け
と
も
素
晴

ら
し
い
子
供
た
ち
で
し
た
」
と
仰
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
手
前
味
噌
で
す
が
、
自
分
も
本
当
に
立
派
な

子
供
た
ち
だ
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
心
か
ら
の

歌
声
、
言
葉
は
聞
く
者
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
の
言
葉
に
、
在
校
生
が
「
受
け
継
い
で
い

き
ま
す
」
と
力
強
く
応
え
、
卒
業
生
が
お
世
話
に
な

っ
た
地
域
の
方
々
や
先
生
方
・
親
御
さ
ん
に
深
々
と 

お
辞
儀
を
し
て
い
く
。
感
極
ま
っ
た
子
も
多
数
…
。 

 

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
苦
し
い
時
期
も
、
学
校
に
協
力

し
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
R5.3.22（水) 
NO.41 Ｒ4最終号 

１～3年生は、朝の 

お別れ会で。 

お別れの会～1・2・3年生と 3.20（月）朝 

第 76回卒業証書授与式～立派な巣立ちでした 3.20（月） 

卒
業
生
の
き
り
り
と
し
た
決
意
の
言
葉
、
魂
の

こ
も
っ
た
歌
声
。
そ
れ
に
応
え
た
在
校
生
の
言
葉

と
歌
。
こ
れ
ぞ
、
美
合
小
の
卒
業
式
で
す
。 

見
送
り
会
～
親
子
で
、
在
校
生
に
よ
る

お
花
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
っ
て
、
い
よ
い
よ

旅
立
ち
で
す
。 

巣立ちを彩る様々な環境 

 

ＰＴＡ会長から

の祝辞「感謝」の

お話は心に染み

ました。 


